







構成員 :(平成 18年 1月31日現在)
センター長 (併)教 授 異 田 敏 kabasan@cc.okayama･u.ac.jp,胤086･251-7734
専 任 教 員
教育実地部門 教 授 有 吉 英 樹 arico@cc.okayama･u.ac.jp,ThO86･251･7733
助教授 黒 崎 東 洋 郎 kurosaki@cc.okayama･u.ac.jp,取086･251･7732
教育臨床部門 教 授 山 本 力 tsutomy@cc.okayama･u.ac.jp,胤086･251･7744
助教授 塚 本 千 秋 tsukamo@cc.okayama･u.ac.jp,凪086･251･7742
教育情報部門 教 授 山 口 晴 久 hyamagut@cc.okayama･u.ac.jp,ThO861251･7727
講 師 笠 井 俊 信 kasai@cc.okayama-u.ac.jp,胤086･25117643
事務補佐員 (津島)中 田 香 織 rdcenter@cc.okayama-u.ac.jp,ThO86･251･7728




開 催 日:平成 18年 8月21日 (月)10:00-15:30
場 所 :岡山大学自然科学棟
対 象 :現職教員,教育委員会,大学 ･附属学校教員,学生
<午前>
基調講演 :｢発達障害をもつ児童生徒の理解と支援｣(参加者 300名)
講 師 : 中国学園大学 ･子ども学部教授 荻野竜也 先生
<午後>
分科会 :A教育実地部門 テーマ :｢ことばの力を育成する新しい教科指導の在 り方｣
分科会① ｢小学校 ｢英語｣と中 ･高の英語指導の課題と展望｣(57名)













開催日:平成 19年 3月 19日 (月)
対 象 :現職教員,教育委員会,大学 ･附属学校教員,学生











⑤附属小 ･中学校との実践的な教科指導 (｢算数 ･数学｣)に関する共同研究｡


















































ア.県教育委員会 (指導課)との連携 :岡山県スクールカウンセ リング ･コーディネーター
ィ.県教育委員会 (福利課)との連携
①健康診断審査会メンタル-ルス部会
②教職員サポー ト相談 (面接相談は週1回,現職教員25名,延べ 80回 ･メール相談は随
時,現職教員17名,延べ 117通)
③管理職カウンセリング相談事業 (校長等 5孝.)




















ウ,ケースセミナー (月 1回)の開催 年間10回
エ.相談員の個別スーパービジョン
オ.心理教育相談室運営委員会 年間2回
カ.心理教育相談室紀要 『心理 ･教育臨床の実践研究』(4号)の編集と発行
2)岡山県の県立高等学校での精神科校医活動 6回,約20件
4.外部資金導入状況
a)センター専任教官が研究代表の科研費受給状況
･若手研究(B)･｢オントロジーを基盤とした情報教育の授業設計支援システムに関する研究｣ ･
3,500,000円 ･平成 18年度～平成20年度
･基盤研究 (B)･｢オントロジー理論に基づく教師教育マルチエージェントシステムの開発｣･
13,500,000･平成 17年度～平成 19年度
b)センター専任教員あるいはセンターとして受給した学内科研
1)学長裁量経費
｢岡山県教育委員会との連携事業｣,1,000,000円,平成18年度
2)学部長裁量経費
｢教育実習カリキュラムの分析 ･評価｣,200,000円,平成 18年度
｢算数 ･数学学力診断調査研究｣､500,000円､平成18年度
C)センター専任教員あるいはセンターとして受給した外部資金導入
･岡山県公立学校共済組合 ･教職員サポー ト相談,500,000円,平成18年度
d)センター (専任教官)が他のセンター (専任教官)と連携して申請した科研費受給状況
なし
5.将来構想
今後のセンターの有り様については学部 ･大学院の改組と関連して検討中｡
<教育実地部門>
教育学部と附属 ･岡山県教育委員会 ･学校教育現場との連携協力を推進する有機的かつ中核的な
役割を果たすことを目指す｡
<教育臨床部門>
臨床部門と教育学研究科 (心理臨床系)の教員スタッフが積極的に連携しながら臨床活動の基地
として動ける体制づくりを行っている｡
<教育情報部門>
今後とも岡山県､岡山県教育委員会､県下の小中高等学校､附属学校との連携を継続して教育情
報を通じて社会貢献するつもりである｡
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